
　６月27日（月）高森町総合セ
ンター大会議室で、高森町、高森
町教育委員会、熊本朝日放送株式
会社の３者による「学校教育にお
ける情報活用教育に関する連携協
定」の締結式が行われました。本
協定は、本町がこれまで取り組ん
できた教育の情報化をさらに深め
るため、テレビ局が持つノウハウ
と蓄積された映像等を活用するこ
とにより、次世代を生きる子ども
たちの可能性を広げることを目的
としています。
　具体的には、町内の学校においてＫＡＢが所有している熊本県内でのニュース映像などをスムー
ズに共有できるシステムの構築や、実際にニュース番組の制作を通して、情報に関する専門的な知
識の習得など情報を適切に活用する力（リテラシー）の育成を目指します。
　また、本事業は企業版ふるさと納税を活用することにより、町が継続的な財源支援を行います。

学校教育における情報活用教育に関する連携協定

　町内小中学校及び義務教育学校の給食に「場外ホ
ームランメロン」が登場しました。「場外ホームラ
ンメロン」とは一つの弦からメロン一玉のみを残し
て栽培されたホームランメロンで、甘さや栄養がた
っぷり詰まっています。口いっぱいにメロンを頬張
った子どもたちは「おいしい！」「あまい！」と言
い合いながら、メロンを堪能しました。

場外ホームランメロン給食

６月1
4日㈫

　犯罪をなくして社会を明るくすることを目
的に様々な活動を行う「社会を明るくする運
動」の一環として阿蘇地区保護司会、更生保
護女性会の皆さんが草村町長を訪れました。

　ＪＡ阿蘇南トマト部会では長年、阿蘇南部
及び蘇陽地区の一部の保育園へトマトの贈呈
を行われています。※写真はトマトを受け取
った高森保育園児の様子。

　６月18日～７月２日まで鉄道内に七夕飾
りが施されました。南阿蘇鉄道㈱のネットシ
ョッピングで短冊が販売され、笹などと共に
車内に飾られました。

　異文化理解や英語学習への動機づけを目的
にイデアＩＴカレッジ阿蘇の留学生と交流会
が行われました。互いにコミュニケーション
に苦戦しながらも交流を楽しんでいました。

　野尻境地域の有志で結成された「NO	
KaTs（のおかつ）」より、父の日に合わせ草
村町長に素敵なドライフラワーが手渡されまし
た。

　７月１日付けで渡邉博実さん、吉良充展さ
ん、後藤一寛さんが新たに高森町懲戒審査委
員に任命されました。任期は4年です。
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